
サーラの概要／事業展開 静岡県 カーボンクレジット 地産地消マッチングイベント
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2050年カーボンニュートラルビジョン
サーラグループはお客様の暮らしとビジネスの両面から
地域全体の2050年カーボンニュートラル実現を目指します。
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【地産】 J-クレジットの創出１

油燃料 都市ガス 設備更新・高効率化

CO2 約20%削減

法人向け：ボイラの油⇒ガス体燃料への転換と高効率機器への更新によるCO2排出削減

サーラグリーン倶楽部
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【地産】 J-クレジットの創出２

一般家庭向け：家庭用燃料電池エネファームの導入によるCO2排出削減
⇒ エネファームの発電の自家消費による削減効果を取りまとめ、J-クレジットを創出

地域のお客さま

発電の余剰分の買い取り
（電気の地産）

発電の余剰分の販売
（電気の地消）

J-クレジット化・集約

エネファームで
自家発電

地域のお客さま

審査機関等への
登録認証手続き・管理

「サーラカード」
ポイントの還元

環境価値を引き受け
（クレジットの地産）

J-クレジットの売却・活用
（クレジットの地消）

地域の他のお客さま

化石由来の
買電を減少

CO2削減効果
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J-クレジットの活用事例１：カーボンオフセットガスの販売

燃焼による排出を相殺して実質ゼロに

再エネ由来H2とCO2の合成燃料
燃焼で排出するCO2は

原料として回収する分と相殺
（環境価値は不要）都市ガスへの燃料転換で約20%削減

熱源のカーボンニュートラル実現に向けたシナリオ：
 既存のインフラを活用し

原料の脱炭素化に向けて段階的かつシームレスに移行

トランジション（移行期） 2050年：カーボンニュートラル

実質CO2排出量ゼロの
「カーボンオフセットガス」を提供

【当社の課題】J-クレジット調達の大半は自社創出（地産）ではなく市場等で確保

・J-クレジット
・ボランタリークレジット約20%削減

80
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J-クレジットの活用事例２：カーボンオフセットサービス付車両の提供


